
平成 27年度 第1回脊髄モニタリングワーキンググループ議事録 
 
日時： 平成27年 5月 22日（金）AM 7:00 ~ 8:00 
会場： 神戸ポートピアホテル南館B1F ルビー 
出席者：松山幸弘委員長、安藤 宗治、和田簡一郎、伊藤全哉、寒竹司、 

川端茂徳、藤原靖、山田圭、山本直也、小林祥各委員， 

中村雅也，安田明正，小川潤各オブザーバー 

 
議事録 
１，平成 27年度ハンズオンセミナーの実施計画 

期間  7月より応募を開始，9月～12月実施予定． 
募集方法 昨年同様に FAXで申込書を提出し，先着 50名予定． 

 
２，厚労省脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班との共同研究  

頚椎 OPLLの Br(E)-MsEPのアラームポイント策定 
C5 麻痺は振幅 70％，索路障害は消失をアラームポイントとする可能性
を示した． 
今後，研究班のうちモニタリングに熟練した施設との共同研究を   

提案する予定． 
 
３，Br(E)-MsEPのアラームポイント策定 
 

平成 26年度までの統計報告 
今年度は 367例，過去の総症例数は 2003例であり，振幅 70％以上の低
下をアラームポイントにすると良好な感度，特異度を得た．  
今後，SSEPや D-waveについて検討をすすめる． 

 
 平成 25年度の要検討症例 
 19例の要検討症例の波形詳細について，討議をおこなった． 
 
４，次回開催予定  

平成 28年 2月 5日にワーキンググループ開催予定．ハンズオンセミナ
ーの実施報告と昨年度麻痺症例の波形詳細を供覧する予定． 


